
令和８年度福島県障がい者相談支援（障がい者ケアマネジメント）従事者
現任研修　事前課題の説明について

現任研修の事前課題について、提出日、提出方法等について以下の説明をご参照ください。
[bookmark: _Hlk195276926][image: ]事前課題の様式について福島県障がい福祉課ホームページよりダウンロードしてください。
　　　　　　　　←事前課題掲載ページはこちらの二次元コードからアクセスできます。
　　　　　　　　　または「福島県　現任研修　事前課題　令和8年度」で検索

＜事前課題の提出様式＞
事前課題① ：「計画相談支援・障がい児相談支援における適正な業務運用に向けたガイド」による自己点検　

※実地研修にて使用します。計画相談支援・障がい児相談支援における適正な業務運用に向けたガイドを熟読し、自己点検用チェックリストに記入し、ご自身の相談支援業務の点検を行い、様式にまとめてください。
[bookmark: _Hlk195781646]提出方法：実地研修時に実地研修先（基幹相談支援センター等）へ1部提出。
※事前課題①は実地研修及び演習で使用しますので、自身の分も１部持参してください。
※基幹相談支援センター・委託相談支援事業所職員については、該当箇所のみ記載ください。

事前課題② ： 「事例シート」作成　
※演習2日目で使用します。コミュニティワーク（地域づくり）のための実践報告を行うため、記入例を参考に、「利用者中心としながらインフォーマルな関係性の構築などにつながった事例」について、所定の様式にそって作成してください。事前課題④と同様の事例でも構いません。
提出方法：演習当日にご自身の分も含めて5部印刷してご持参ください。

事前課題③ :「地域課題解決のためのフロー図」作成　
※実地研修と演習にて使用します。
提出方法：実地研修時に実地研修先（基幹相談支援センター等）へ1部提出。
事前課題③は実地研修時に自身の分1部、演習時に自身の分も含め５部持参してください。
事前課題④ ：ご自身で作成した「サービス等利用計画書」「モニタリング報告書」
※演習１日目で使用します。名前など個人情報は、判別しないよう黒塗り等で加工したうえで持参してください。新たに作成するのではなく、通常業務で作成している「サービス等利用計画書」と「モニタリング報告書」でよいです。（委託相談で通常業務で作成していない方は、お手数ですが日頃かかわっている事例で、新たに作成しご準備ください。
※基幹相談支援センターの方は、事前課題④については別途ご案内します。
提出方法：演習当日に、ファシリテーターとご自身の分も含めて１０部印刷し
ご持参ください。（演習終了後はご自身で回収し、持ち帰りお願いします）

事前課題⑤ ：「GSV提出様式」作成　
※演習3日目で使用します。所定の様式に、相談支援業務において悩みや困りがある事例をまとめてください。
提出方法：令和８年10月15日（木）消印有効で、1部FTに郵送にて提出してください。また、演習当日にご自身の分も含めて９部印刷してご持参ください。

＜提出先及び提出日について＞
	

	提出先及び提出日

	
	提出先
	提出日

	事前課題①
	実地研修先
	実地研修、演習両方に持参

	事前課題②
	ー
	11/5 - 5部持参

	事前課題③
	実地研修先
	実地研修、演習両方に持参

	事前課題④
	－
	11/４ – 10部持参

	事前課題⑤
	FTへ1部郵送（10/15締切）
	11/６ – ９部持参











＜確認先：事前課題についてご不明な点はメールにて問い合わせをお願いいたします。＞
会津若松市障がい者基幹相談支援センターカムカム　鵜川宛　sodan@shogaisha-sodan.or.jp
相談支援事業所ecco　　　　　　　　　　 　　　　吉田宛　ecco@aiikuen.or.jp
石川地方障がい者基幹相談支援センター　　　　　　吉田宛　ishikawa-kikan-s@basil.ocn.ne.jp

以上になります。よろしくお願いいたします。
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